


 

発表題目 色の組み合わせによる熱吸収率の違い 
                                                     

                   

                   

                   

                   

                   

   

 学校名 西陵高等学校 

団体名 科学部 
  
 
 

 顧問氏名 永池秀明 

 生徒氏名（学年） 楠田晃聖（２） 郡山 寛（２） 

山口世藍（２） 藤瀬和樹（２） 

研究発表要旨 

【研究動機】 
 着色した水と透明な水では光を当てた時にどの程度熱の吸収が違うのか興味をもったため。 
〈仮説１〉 
 黒く着色した水と、何も混ぜていない水では着色した水のほうがより熱を吸収する。 
【実験１】 
 試験管に黒く着色した水(20mL)と、水(20mL)を入れ、40Wの白熱電灯を当て、その温度上昇を調べ

る。 
 ※実験の際、他の光の影響を受けないように、段ボールの中に試験管を入れ実験を行う。 
 ※白熱電灯や段ボールの温度が上昇することで、試験管の周りの温度が上がらないように、段ボール

の内側にはアルミホイルを貼り、扇風機で熱した空気が段ボールに入らないようにした。 
 ※段ボール内の温度（気温）も測定した。 
【結果】 

  
【考察】黒に着色した水の方が温度が上がった。気温の条件が一致しておらず、最初の気温と水温の差

も一致していない。条件をそろえることが難しかった。 
〈仮説２〉 
 着色した色により温度の変化に違いがある。 
 ※実験１の結果をもとに、実験方法や分析方法を改善し、仮設を検証する実験結果を当日発表しま

す。 
 

 



 

発表題目 タイヤの溝の形状と排水性能の関係について 
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《動機》大雨の時、車が大量の水しぶきを上げながら進んでいる光景がよく見られる。そこで、車が水を排水することにタ

イヤに彫られている縦と横の２つの溝が関係していると考え研究を行った。 

 《目的》縦溝と横溝の排水量の違いを解明することが、本研究の目的である。 

 《仮説》水が流れる向きに垂直に彫られている溝（横溝）は、流れる水を切るように排水するので、水が流れる向きと同じ

溝（縦溝）に比べ、横溝タイヤのほうが排水性能が良い。そのため、水を流した時に排水にかかる時間が短くなる。 

 《実験》水が流れる坂を作成して、坂に接するようにタイヤを設置する（上図）。                  

     縦溝と横溝、浅い横溝と深い横溝のタイヤを回転させながら坂に水を流し全て水が流れるまでの時間を比べる。 

     木の板から水が流れなくなった状態を、全て水が流れた状態とする。 

  器具の作成 タイヤのモデル：3Dプリンターで作成、プラスチック製、半径30mm、溝の深さは10mmと5mm、幅は20mm   

                タイヤの回転数は600rpm 

        水を流す板：木の板材にビニールテープを貼る(防水のため)                     

水が横に流れるのを防ぐために側面にアクリル板を設置。                                

木の板とタイヤの隙間は8mm 

   実験１ 溝の向きで比較する。水の量を100g,200g,300gにし、全て流れるまでの時間を測定する。結果は図１である。 

実験２ 横溝の深さで比較する。水の量を実験１と同様にし、全て流れるまでの時間を測定する。結果は図２である。 

 （結果）タイヤのモデルなしで水を流した時の排水時間は、100gは4.10秒、200gは5.57秒、300gは6.60秒である。 

            

図１：水の量と時間の関係（縦溝と横溝）         図２：水の量と時間の関係（横溝と深い横溝）  

  ・溝の向きは縦、深さは深いほうが排水性能が良い。 

  ・横溝を基準にすると、縦溝は約7.03％、深い横溝は約4.23％、排水性能が良くなった。 

  ・縦のほうが排水性能が高いという市販のタイヤの溝の排水特徴と一致する結果となった。 

 《考察》実験1より水の進行方向と溝の向きが同じ方向の縦溝は、せき止められる水が少なくなり、排水性能が良いと考えら

れる。                                                

実験2では溝を深くしたことによって、溝に入り込む水の量が増えたため、深い横溝のほうが排水性能が良いと考え

られる。                                               

排水性能をより良くするには、溝の深さよりも進行方向に対する向きが重要だと考えられる。 

 《展望》・Arduinoを用いたモーター制御                                     

     ・縦溝の深さを変えて実験する。                                     

     ・タイヤの溝の特徴を長靴の靴底に活用できるか検証する。 

 《参考HP》タイヤショップツーエル「タイヤの溝の役割」 
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＜研究の動機＞ 

鉛筆やシャープペンシル（以下、シャーペン）で文字などを書くときの筆記具の最適な角度は、紙に対し

て55°～60°と言われている。もし、筆記具の角度によって芯の消費量が変わるのならば、消費量が少ないの

はどの角度なのか疑問を持ち、研究を行った。 

  

＜仮説＞ 

紙に対するシャーペンの角度を変化させると芯の消費量は変化し、角度が60°のときに芯の消費量は最も

少なくなる。 

 

＜実験の方法＞ 

電子計量器の上に模造紙を置き、その上にシャーペンを一定の

角度で固定する。その状態で模造紙を一定の速さで巻き取り、芯

の減少した長さを測り、芯の消費量とする。シャーペンはモノグ

ラフ（株式会社トンボ鉛筆）、芯はuni 0.5 HB（三菱鉛筆株式

会社）を使用し、模造紙は幅10cm、長さ8mに統一する。 

シャーペンが水平となす角度θ（図１）は 30°、45°、60°、90°

の4つとする。また、シャーペンの上部におもりを乗せることで、

実験開始時点で電子計量器にかかる重さを、90g～100gと150g～

160gの２種類に変えてそれぞれ実験を行うことができる。 

 

＜結果＞ 

角度が大きくなるほど、芯の消費量が少なくなった。(図２) 

 

＜考察＞ 

角度が小さくなるほどペン先の固定に必要となる力が大きく

なるため、角度が小さくなるほど結果のばらつきが大きくなっ

た。 

 

＜今後の予定＞ 

今回の実験では、シャーペンの角度が90°のときが最も消費量

が少なくなり、仮説は否定された。今後は、どのような条件に対

して60°が最適なシャーペンの角度になるのか実験し、その成果

を発表したい。 

 

 
図１：シャーペンが水平となす角度θ 

 
図２：芯の消費量と角度の関係 

 
図３：装置の全体図 

 

θ 


